
批
評
と
紹
介

許
宏
著

『

大
都
無
城

中
国
古
都
的
動
態
解
読

』

黄
川
田

修

一

.

序

言

古
代
中
国
の
都
城
遺
跡
を
、
中
国
内
外
の
歴
史
学
、
考
古
学
の
多

く
の
専
門
家
が
長
年
に
わ
た
り
重
視
し
て
き
た
事
は
、
こ
こ
に
贅
言

す
る
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
一
方
で
都
城
に
関
す
る
論
考
が
毎
年
の

よ
う
に
発
表
さ
れ
る
も
の
の
、
網
羅
的
に
こ
れ
ら
の
遺
跡
を
考
察
し

た
ま
と
ま
っ
た
研
究
成
果
が
ど
れ
だ
け
有
る
か
と
考
え
る
と
、
実
は

意
外
な
ほ
ど
に
少
な
い
。
殊
に
、
中
国
内
外
の
関
連
す
る
研
究
蓄
積

を
正
確
に
把
握
し
、
更
に
考
古
学
資
料
と
古
文
献
の
両
面
か
ら
十
分

な
分
析
を
行
っ
た
著
作
と
な
る
と
、『

中
国
古
代
を
掘
る

城
郭

都
市
の
発
展

』
(

杉
本
憲
司

一
九
八
六)

、『

中
国
の
城
郭
都
市』

(

愛
宕
元

一
九
九
一)

、『

後
漢
魏
晋
南
北
朝
都
城
境
域
研
究』

(

塩

沢
裕
仁

二
〇
一
三)

な
ど
数
冊
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。

一
般
に
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
代
表
的
な
専
著
と
し
て
は
、
一
九

八
〇
年
代
後
半
に
出
版
さ
れ
た

『

中
国
都
城
の
起
源
と
発
展』

(

楊

�
一
九
八
七
／
以
下

『

起
源』

と
略
称)

を
挙
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

後
に
中
文
版

(『

中
国
古
代
都
城
制
度
史
研
究』

一
九
九
三)

も
出

版
さ
れ
た
同
書
は
、
新
石
器
時
代
の
関
連
情
報
が
少
な
す
ぎ
る
と
い

う
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
中
国
最
初
の
統
一
帝
国
の
成
立
の
前
後
、

殷
周
時
代
か
ら
隋
唐
時
代
を
中
心
に
当
時
知
ら
れ
て
い
た
主
要
遺
跡

を
全
て
網
羅
し
て
い
る
。
加
え
て
、
楊
氏
の
明
確
な
歴
史
観
に
基
づ

い
た
都
城
の
発
展
過
程
の
説
明
、
そ
し
て
関
連
す
る
詳
細
な
情
報
お

よ
び
考
証
が
記
さ
れ
て
お
り
、
今
な
お
学
問
的
価
値
が
高
い
。

し
か
し
、『

起
源』

は
一
九
八
〇
年
代
の
著
作
で
あ
り
、
情
報
が

古
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
欠
点
が
否
め
な
い
。
十
数
年
前
、
そ
こ

に
登
場
し
た
の
が
許
宏
氏
に
よ
る

『

先
秦
城
市
考
古
学
研
究』

(

二

〇
〇
〇
／
以
下

『

先
秦』)

で
あ
っ
た
。『

先
秦』

は
出
版
当
時
に
公

表
さ
れ
て
い
た
、
新
石
器
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
の
中
国
古
代
都

城
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
網
羅
的
に
集
成
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
駆
使
し

な
が
ら
、
都
城
の
変
化
を
中
国
古
代
史
の
発
展
の
中
に
位
置
づ
け
、

論
述
し
た
大
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
収
録
さ
れ
た
遺
跡
数
が
あ
ま
り

に
多
く

(

総
計
五
〇
七
ヵ
所)

、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
国
古
代
都
城

研
究
の
歴
史
の
中
で
提
起
さ
れ
た
多
数
の
テ
ー
マ
を
一
つ
一
つ
整
理

し
な
が
ら
論
述
し
て
い
る
。
日
々
、
中
国
語
論
文
を
読
み
こ
ん
で
い

る
考
古
学
者
な
ら
ば
と
も
か
く
、
そ
れ
以
外
の
専
門
家
や
学
生
、
特
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に
中
国
語
圏
以
外
の
各
国
読
者
に
と
っ
て
は
、
正
確
に
読
解
す
る
に

は
骨
が
折
れ
る
書
籍
で
あ
る
。

そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
本
稿
で
紹
介
す
る
、
同
じ
許
氏
に
よ
る
新

著

『

大
都
無
城

中
国
古
都
的
動
態
解
読

』
(

二
〇
一
六)

で
あ
る

(

以
下
〈
本
書〉)

。『

先
秦』

は
全
三
〇
万
字
の
大
著
で
あ
っ

た
が
、
対
し
て
本
書
は
Ｂ
六
判
二
五
一
ペ
ー
ジ
、
十
万
字
余
と
い
う

比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
書
で
あ
る
。
ま
た
〈
大
都
無
城
〉
と
い
う
許

氏
の
唱
え
る
新
説

(

後
述)
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
主
要
な
都
城
遺
跡

の
み
を
選
択
し
考
証
す
る
と
い
う

(

つ
ま
り
、
正
式
な
報
告
書
が
未

刊
行
で
あ
る
遺
跡
は
ほ
ぼ
全
て
省
略
さ
れ
て
い
る)

、
前
著
と
は
対

照
的
な
体
裁
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な

構
成
、
内
容
の
た
め
、
き
わ
め
て
読
み
易
い
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
古
代
都
城
の
考
古
学
に
対
す
る
入
門
書
と
し
て
、
現
時
点
で
も
っ

と
も
初
学
者
に
適
し
た
書
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
は
考
古

学
や
歴
史
学
の
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、
華
人
社
会
全
体
の
読
書
人

た
ち
か
ら
も
広
く
注
目
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
七
年
八
月
現
在
、
学

術
書
と
し
て
は
異
例
の
二
万
部
を
売
り
上
げ
て
い
る
と
い
う

(

１)
。

以
下
、
本
書
の
内
容
を
読
者
各
位
に
紹
介
し
、
併
せ
て
評
者
の
意

見
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

二

.

本
書
の
内
容

最
初
に
、
本
書
成
立
の
背
景
を
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
し
て
、

著
者
の
経
歴
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
い
。
許
氏
は
遼
寧
省
出
身
、

一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
山
東
大
学
考
古
系
、
同
修
士
課
程
を
修
了
後
、

中
国
社
会
科
学
院

(

以
下
〈
社
科
院〉)

附
属
大
学
院
の
博
士
課
程

に
進
ん
だ
。
学
位
取
得
後
は
そ
の
ま
ま
考
古
研
究
所

(

以
下
〈
考
古

所〉)

に
残
り
、
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
約
二
〇
年
に

わ
た
り
、〈
夏
王
朝
〉
首
都
の
候
補
地
と
し
て
著
名
な
偃
師
二
里
頭

遺
跡
の
考
古
隊
長
を
務
め
、
同
遺
跡
の
発
掘
・
報
告
書
編
集
の
指
揮

を
執
っ
て
い
る
。
上
記
の
経
歴
が
示
す
通
り
、
文
字
通
り
の
発
掘
現

場
〈
叩
き
上
げ
〉
の
考
古
学
者
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
近
年
は
社

科
院
考
古
所
の
夏
商
周
研
究
室
主
任
、
社
科
院
附
属
大
学
院
教
授
も

兼
任
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
許
氏
は
日
本
語
の
堪
能
な
知
日
派

で
あ
り
、
度
々
日
本
側
に
招
か
れ
て
訪
日
し
、
各
地
で
学
術
会
議
等

に
参
加
し
て
い
る
の
で
、
読
者
各
位
の
中
に
も
直
接
面
識
が
あ
る
方

が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
。

本
書
に
は
、
中
国
初
期
王
朝
時
代
の
都
城
遺
跡
に
関
す
る
、
欧
日

中
各
言
語
の
さ
ま
ざ
ま
な
論
文
、
発
掘
報
告
書
が
幅
広
く
渉
猟
さ
れ
、

適
切
に
消
化
さ
れ
た
上
で
議
論
の
材
料
と
な
っ
て
お
り
、
読
者
を
敬

服
さ
せ
る
に
十
分
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
勿
論
、
許
氏
の

資
質
に
拠
る
と
こ
ろ
も
多
大
で
あ
る
が
、
別
の
要
因
と
し
て
、
中
国

考
古
学
研
究
の
国
際
的
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
考
古
所
に
長
年
に
わ
た
っ

て
勤
務
し
、
海
外
専
門
家
と
の
共
同
研
究
に
数
多
く
参
加
し
て
き
た

と
い
う
経
歴
も
ま
た
大
い
に
関
係
し
て
い
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
本

東

洋

学

報

第
九
十
九
巻
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四
号
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書
は
中
国
考
古
学
研
究
の
最
新
の
潮
流
を
反
映
し
て
い
る
興
味
深
い

著
作
と
も
言
え
る
。

続
い
て
、
以
下
で
は
各
章
の
内
容
を
整
理
し
て
読
者
に
紹
介
し
た

い
。

��������������������������
������������������ �������
〈

序
章
〉
と
し
て
、
許
氏
は
関
連
す
る
過
去
の
議
論
を
整
理
し
、

そ
の
上
で
中
国
都
城
の
〈
宮
城〉

〈
郭
〉
の
両
者
を
定
義
す
る
。
即

ち
、〈
宮
城
〉
は
過
去
の
諸
家
が
〈
小
城
〉
あ
る
い
は
〈
内
城
〉
と

も
呼
ぶ
、｢

多
く
が
貴
族
あ
る
い
は
統
治
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る｣

(

本
書
九
頁)

区
域
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
〈
宮
城
〉
区
を
取
り
囲

む
、
或
い
は
〈
宮
城
〉
と
離
れ
て
存
在
す
る
、
①
一
般
の
都
市
住
民

の
住
宅
区
、
②
手
工
業
工
房
区
、
③
墓
地
の
空
間
、
こ
れ
ら
①
―
③

の
総
称
が
〈
郭
〉
で
あ
り
、
こ
の
郭
を
取
り
囲
ん
で
築
造
さ
れ
た
防

衛
施
設
が
〈
郭
城
〉
で
あ
る
。
こ
こ
で
許
氏
は
読
者
に
、
本
書
の
主

な
テ
ー
マ
と
な
る
仮
説
を
提
示
す
る
。
即
ち
〈
古
代
中
国
の
都
市
は

居
住
区
が
城
壁
で
囲
わ
れ
て
い
た
〉
と
す
る
過
去
の
通
説
と
異
な
り
、

二
里
頭
期
か
ら
漢
代
に
至
る
約
二
千
年
間
、
中
国
の
主
要
な
都
城
で

は
郭
区
に
城
壁
が
見
ら
れ
な
い
〈
大
都
無
城〉

、
つ
ま
り
〈
大だ
い

ナ
ル

都み
や
こニ
城
か
き
つ
く

ル
無
シ

(

２)

〉
こ
そ
が
常
態
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い

う
見
方
で
あ
る
。
続
い
て
、
本
仮
説
に
関
連
す
る
議
論
を
行
っ
た
、

兪
偉
超
・
徐
苹
芳
・
楊�
・
劉
慶
柱
各
氏
の
中
国
古
代
都
城
に
対
す

る
見
解
、
そ
し
て
先
秦
期
の
〈
邑
〉
字
に
対
す
る
馮
時
氏
の
見
解
を

紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
許
氏
自
身
の
考
証
を
加
え
て
い
る
。

�����������������������
魏
晋
南
北
朝
時
代
か
ら
清
代
に
至
る
、
中
国
の
主
要
な
都
城
に
つ

い
て
、
①
城
郭
全
体
の
平
面
構
造
、
②
中
軸
線
の
有
無
、
③
里
坊
制

の
規
格
、
こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
と
り
あ
げ
ら

れ
る
主
要
な
都
城
は
、�業
城(

曹
魏)

・
洛
陽(

北
魏)

・
長
安(

唐)

・

�
梁

(

宋)

・
北
京

(

元
明
清)

で
あ
る
。
近
年
の
各
地
の
考
古
隊

に
よ
る
発
掘
成
果
を
引
用
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
都
城
の
特
徴
を
説
明

し
た
後
に
、
本
章
の
結
論
と
し
て

｢

先
秦
お
よ
び
秦
漢
の
〈
大
都
無

城
〉
時
期
を
経
て
、
魏
晋
か
ら
明
清
期
に
至
っ
て
中
国
は
漸
く
〈
無

邑
無
城
〉(

全
て
の
市
街
区
を
城
壁
が
囲
む)

時
代
と
な
っ
た｣

(

本

書
三
五
頁)

、
と
主
張
す
る
。

���������������� ���������
� ������������ ���������

本
章
は
先
ず
古
代
中
国
都
城
の
完
成
形
と
し
て
前
漢
期
の
長
安
城

(

現
陝
西
省
西
安
市)

の
遺
跡
群
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

本
章
で
の
核
と
な
る
内
容
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に

か
け
て
起
こ
っ
た
、
楊�
氏

(

元
復
旦
大
学
教
授)

と
劉
慶
柱
氏

(
元
社
科
院
考
古
所
所
長)

に
よ
る
著
名
な
学
術
論
争
の
紹
介
と
、

そ
れ
に
対
す
る
許
氏
の
見
解
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
長
安
城
で
は

こ
れ
ま
で
に
未
央
宮
・
長
楽
宮
な
ど
の
宮
殿
遺
跡
、
そ
し
て
こ
れ
ら

批

評

と

紹

介

黄
川
田
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を
囲
む
城
壁
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
城
壁
内
側
の
区
画
に

対
し
、
楊�
は
こ
れ
を
〈
宮
城
区
〉
と
定
義
し
、
一
般
都
市
住
民
の

居
住
す
る
〈
里〉

、
そ
し
て
商
業
活
動
が
行
わ
れ
た
〈
市
〉
の
大
部

分
が
〈
宮
城
区
〉
の
外
に
広
が
っ
て
い
た
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
一
九
九
〇
年
代
に
長
安
城
考
古
隊
を
率
い
た
劉
慶
柱
は
楊
説
を

全
面
的
に
否
定
す
る
。
劉
氏
は
長
安
城
の
既
知
の
城
壁
遺
構
を
〈
郭

城
〉
だ
と
断
定
し
、〈
市
〉
も
ま
た
〈
郭
城
〉
内
側
に
あ
っ
た
筈
だ

と
主
張
す
る
。

本
章
前
半
で
許
氏
は
先
ず
楊
・
劉
両
氏
の
論
争
の
論
点
を
整
理
し
、

関
連
す
る
遺
構
、
文
献
を
再
考
証
し
た
後
に
、
楊
氏
の
見
解
が
正
解

で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
続
け
て
、
許
氏
は
長
安
城
の
都
市
設
計

プ
ラ
ン
に
見
ら
れ
る
中
軸
線
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
、
劉
瑞
氏
の

近
著

『

漢
長
安
城
的
朝
向
、
軸
線
与
南
郊
礼
制
建
築』

(

二
〇
一
一)

の
研
究
成
果
を
肯
定
的
に
引
用
し
つ
つ
、
築
城
当
初
は
〈
坐
西
朝
東
〉

(

都
市
西
部
に
主
要
建
築
が
配
置
さ
れ
、
東
に
向
か
っ
て
中
軸
線
が

伸
び
る)

で
あ
っ
た
の
が
、
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
初
頭
に
は
〈
坐
北

朝
南
〉(

都
市
北
部
に
主
要
建
築
が
配
置
さ
れ
、
南
に
向
か
っ
て
中

軸
線
が
伸
び
る)

へ
と
変
質
し
、
そ
れ
が
後
漢
洛
陽
城
の
平
面
構
造

に
引
き
継
が
れ
た
と
結
論
づ
け
る
。

本
章
後
半
で
は
、
許
氏
は
更
に
秦
の
咸
陽
城
と
後
漢
洛
陽
城
の
現

在
ま
で
の
考
古
学
調
査
の
進
展
を
紹
介
し
、
咸
陽
城
の
都
市
プ
ラ
ン

と
長
安
城
と
の
間
の
継
承
関
係
は
不
明
と
し
つ
つ
、
一
方
で
洛
陽
城

は
長
安
城
か
ら
継
承
し
た
明
確
な
特
徴
、
つ
ま
り
宮
城
区
に
城
壁
が

あ
り
、
郭
区
の
城
壁
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
後
漢
の
洛
陽

城
を
〈
大
都
無
城
〉
の
最
後
の
都
市
と
位
置
付
け
る
。

������������������������
������������東

周
時
代
の
列
国
の
主
要
都
城
に
つ
い
て
の
近
年
の
考
古
学
研
究

の
成
果
を
紹
介
し
、
併
せ
て
各
都
城
の
平
面
構
造
の
特
徴
に
つ
い
て

許
氏
が
見
解
を
述
べ
る
。
許
氏
が
行
っ
た
考
証
の
詳
細
は
省
略
し
、

こ
こ
で
は
評
者
が
最
も
興
味
深
く
覚
え
た
論
点
を
紹
介
し
た
い
。
許

氏
は
、
こ
の
時
期
の
中
国
の
都
城
の
平
面
プ
ラ
ン
に
、
二
つ
、
或
は

三
つ
以
上
の
方
形
の
城
壁
が
連
結
し
た
例
が
た
い
へ
ん
多
く

(

本
稿

で
は
、
評
者
は
仮
に
〈
城
郭
併
結
制
〉
と
呼
称
し
た
い)

、
こ
の
現

象
を
過
去
の
多
く
の
研
究
者
が
〈
夏
商
周
〉
か
ら
漢
代
へ
繋
が
っ
た
、

都
市
発
展
の
一
つ
の
過
渡
期
と
し
て
把
握
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
上

で
、
彼
ら
の
見
解
を
否
定
し
て
い
る
。
続
け
て
こ
れ
ら
東
周
都
城
の

平
面
構
造
の
特
徴
は

｢

こ
の
時
代
に
突
然
発
生
し
、
し
か
も
継
承
さ

れ
ず
に
断
絶
し
た
要
素
で
あ
る
。
特
定
の
時
代
に
誕
生
し
た
も
の
に

過
ぎ
ず
、
都
邑
の
単
線
的
な
発
展
過
程
の
一
部
、
と
は
考
え
に
く
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か｣

(

本
書
七
四
頁)

と
主
張
し
て
い
る
。
読
者

を
や
や
困
惑
さ
せ
る
大
胆
な
見
解
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
方
で
評
者

の
見
る
限
り
、
確
か
に
許
氏
の
提
示
す
る
デ
ー
タ
を
一
つ
ず
つ
見
て

ゆ
く
と
、
或
は
許
氏
の
仮
説
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
思
わ
せ

東

洋

学

報

第
九
十
九
巻

第
四
号

32

三
七
四



ら
れ
る
。

�������������� ����������
��� ������������� ����������
������ �������������� �������
����前

章
で
東
周
時
代
の
〈
城
郭
併
結
制
〉
に
該
当
す
る
都
城
を
中
心

に
考
察
を
進
め
た
許
氏
は
、
本
章
で
は
〈
大
都
無
城
〉
の
特
徴
を
色

濃
く
持
つ
事
例
を
集
成
し
、
検
討
す
る
。
二
里
頭
期
か
ら
西
周
時
代

(

前
十
九
世
紀
〜
前
八
世
紀)
の
主
要
都
城
、
お
よ
び
春
秋
時
代
に

相
当
す
る
諸
遺
跡
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
許
氏
は
二
里
岡
期
の
中
国
社
会
に
つ
い
て
、�

州
商
城
を
首
都
と
す
る
中
央
集
権
的
な
〈
帝
国
〉
が
成
立
し
た
と
す

る
孫
華
氏
、
劉
莉
女
史
の
見
解

(

３)

を
紹
介
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の

上
で
、
当
時
の
社
会
は

｢

軍
事
要
素
の
影
響
が
濃
厚｣

(

本
書
一
六

九
頁
、
原
文：

軍
事
攻
防
濃
烈
…)

で
あ
り
、
前
後
の
二
里
頭
期
、

殷
墟
文
化
期
そ
れ
ぞ
れ
と
は
異
な
る
時
代
だ
と
位
置
付
け
て
い
る
。

そ
し
て
二
里
岡
期
の
諸
遺
跡
は
こ
の
時
代
の
特
殊
な
目
的
の
た
め
宮

城
区
の
周
囲
に
或
は
城
壁
を
、
或
は
堀
を
設
け
て
い
た
事
に
つ
い
て

も
述
べ
た
後
に
、
こ
れ
ら
二
里
岡
期
の
諸
城
は
〈
大
都
無
城
〉
と
は

異
な
る
設
計
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
建
造
さ
れ
た
、
と
主
張
す
る
。

�� ��������本
書
の
諸
考
察
の
総
括
と
し
て
、
初
期
王
朝
時
代
か
ら
前
漢
期
に

か
け
て
の
中
国
都
城
、
特
に
諸
侯
国
の
都
、
王
朝
の
都
の
都
市
計
画

の
特
徴
を
整
理
し
た
上
で
、
漢
代
以
降
の
中
国
都
城
の
平
面
構
造
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
隋
唐
長
安

城
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
南
北
の
中
軸
線
の
東
西
に
、
明
確
な
左

右
対
称
の
平
面
構
造
を
も
つ
都
城
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
許
氏
が

｢

大

都
無
城
の
思
想
が
消
え
た
後
の
産
物
に
し
か
過
ぎ
な
い｣

(

本
書
二

二
〇
頁)

と
断
言
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
近
代
以
前
の
中
国
都
城

制
度
に
関
わ
る
重
要
な
提
言
で
あ
り
、
今
後
関
連
す
る
議
論
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

三

.

評
者
が
感
じ
た
疑
問

以
上
が
本
書
の
主
な
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
考
証
過
程
の
一
部
に

は
、
評
者
個
人
と
し
て
は
些
か
疑
問
が
有
る
。
以
下
、
そ
の
中
か
ら

二
点
を
選
ん
で
整
理
し
、
許
氏
お
よ
び
読
者
各
位
に
提
示
し
た
い
。

第
一
に
、
南
北
朝
時
代
〜
清
代
の
都
城
に
対
す
る
議
論
。
上
記
の

時
代
、
一
五
〇
〇
年
以
上
の
中
国
都
城
の
歴
史
に
つ
い
て
、
許
氏
は

�業
城
・
洛
陽
・
開
封
・
北
京
の
四
ヵ
所
の
帝
都
に
つ
い
て
の
み
詳
し

い
説
明
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
検
討
事
例
が
少
な
す
ぎ
る
印
象

を
受
け
る
。
確
か
に
本
書
は
初
期
王
朝
時
代
か
ら
漢
代
を
メ
イ
ン
と

す
る
、
概
説
と
し
て
の
性
格
の
強
い
著
作
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
せ

め
て
分
裂
期
の
主
要
都
城

(

南
北
朝
期
の
北
魏
の
平
城
、
同
南
朝
の

建
康
、
五
代
期
の
成
都
及
び
番
禺
、
南
宋
期
の
臨
安
、
等)

に
つ
い

批
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て
は
、
近
年
の
考
古
学
研
究
の
成
果
を
読
者
に
提
示
す
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
、�
州
商
城

(

前
十
六
世
紀
末
〜
前
十
四
世
紀
頃)

に
関

す
る
議
論
で
あ
る
。
許
氏
の
仮
説
に
よ
れ
ば
、
二
里
頭
期

(

前
十
九

〜
前
十
六
世
紀
頃)

以
降
は
〈
大
都
無
城
〉
思
想
が
中
華
文
明
に
出

現
し
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
一
方
で�
州
商
城
は
前
代
の

二
里
頭
遺
跡
、
後
代
の
殷
墟
遺
跡
と
大
き
く
異
な
り
、
明
確
に
宮
城

区
を
囲
む
城
壁
が
築
か
れ
て
い
た
事
に
な
る
。
ま
た
そ
れ
に
と
ど
ま

ら
ず
、
同
遺
跡
に
は
〈
郭
城
〉
と
し
て
理
解
が
可
能
な
、
宮
城
外
側

に
位
置
す
る
城
壁
遺
構
も
築
か
れ
て
い
る
。〈
大
都
無
城
〉
と
矛
盾

す
る
、
読
者
を
困
惑
さ
せ
る
現
象
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

前
節
で
引
用
の
如
く
、
許
氏
は
孫
氏
、
劉
女
史
の
〈�
州
帝
国
説
〉

を
引
用
し
、
軍
事
的
緊
張
の
高
ま
っ
た
時
代
の
産
物
と
し
て�
州
商

城
の
宮
城
、
郭
城
の
出
現
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る

(
４)

。
し
か
し
評

者
は
以
下
の
よ
う
な
疑
問
を
覚
え
る
。
何
故
当
該
時
期
の
他
の
城
壁

遺
構
が
晋
南
豫
西
に
の
み
集
中
す
る
の
か
。
一
方
、
二
里
岡
文
化
の

集
落
遺
跡
が
多
数
出
現
し
た
魯
西
・
冀
・
蘇
北
・
陝
南
で
は
、
中
原

系
と
土
着
系
の
両
集
団
の
間
で
緊
張
が
高
ま
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
何
故
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
城
壁
遺
構
が
全
く
発
見
さ

れ
て
い
な
い
の
か
。
城
壁
遺
構
の
出
現
は
軍
事
的
要
素
だ
け
で
説
明

で
き
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、〈
大
都
無
城
〉
説
は
未
だ

十
分
な
説
得
力
を
持
ち
得
て
い
な
い
。
評
者
は
許
氏
に
対
し
、
将
来

稿
を
改
め
て
当
該
問
題
を
議
論
さ
れ
る
よ
う
切
望
す
る
。

四

.

殷
周
考
古
学
の
研
究
史
か
ら
見
る

本
書
の
意
義

以
上
、
幾
つ
か
の
問
題
を
評
者
は
、
或
は
必
要
以
上
に
細
か
く
論

じ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
問
題

は
い
ず
れ
も
小
さ
な
瑕
疵
で
あ
り
、
本
書
の
価
値
を
些
か
も
貶
め
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
評
者
の
見
る
所
、
前
節
で
述
べ
た�
州
商

城
の
城
壁
遺
構
は
、
許
氏
が
主
張
す
る
よ
う
に
何
ら
か
の
特
殊
な
時

代
背
景
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
〈
例
外
〉
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
り
、

本
書
の
提
示
す
る
仮
説
〈
大
都
無
城
〉
説
は
、
総
体
的
に
見
て
お
そ

ら
く
正
鵠
を
射
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
を
以
下
に
記
し
た
い
。

何
故
現
代
に
至
る
ま
で
、
二
里
頭
、
殷
墟
、
大
周
原
な
ど
、
中
国

初
期
王
朝
を
代
表
す
る
都
市
遺
跡
で
は
城
壁
が
確
認
さ
れ
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
は

〈
大
都
無
城
〉
と
は
別
個
の
解
釈
も
可
能
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
〈
未

だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
だ
〉
と
見
る
の
で
あ
る
。
評
者
が
大
学

に
入
り

(

一
九
九
〇
年)

、
中
国
考
古
学
の
基
礎
を
学
び
始
め
た
当

時
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
比
較
的
説
得
力
を
持
ち
得
て
い
た
。
当

時
の
中
国
は
、
各
省
・
自
治
区
の
考
古
研
究
所
、
そ
し
て
各
大
学
の

考
古
学
研
究
室
は
い
ず
れ
も
研
究
人
員
、
予
算
が
た
い
へ
ん
少
な
く
、

彼
ら
が
行
っ
た
発
掘
調
査
も
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
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〈
未
発
見
〉
と
い
う
解
釈
も
存
在
で
き
る
余
地
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
各
地
の
考
古
研
究
所
・
考
古
学
研

究
室
が
毎
年
の
よ
う
に
初
期
王
朝
期
の
都
城
に
対
し
て
発
掘
を
行
い
、

発
掘
報
告
を
公
表
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
も
う
〈
未
発
見
〉
と
見
な

す
余
地
は
少
な
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
毎
年
の
よ
う
に
新
石
器
時
代

お
よ
び
漢
代
以
降
の
城
壁
遺
構
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
る
一

方
で
、
初
期
王
朝
の
〈
王
都
〉
と
目
さ
れ
る
諸
遺
跡
で
は
、
一
部
の

例
外
を
除
き
、
城
壁
が
発
見
さ
れ
な
い
ま
ま

な
の
で
あ
る
。
更
に
一
歩
進
め
て
言
え
ば
、

こ
れ
ら
の
遺
跡
で
は
城
壁
が
〈
未
発
見
〉
で

は
な
く
、
も
と
も
と
〈
存
在
し
な
か
っ
た
〉

可
能
性
が
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
許
氏
が
本

書
で
提
示
し
た
〈
大
都
無
城
〉
は
、
過
去
一

世
紀
に
わ
た
る
中
国
大
陸
の
無
数
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
に
照
ら
せ
ば
、
最
も
妥

当
な
仮
説
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
我
々

は
今
後
、〈
大
都
無
城
〉
に
同
意
・
不
同
意

い
ず
れ
か
に
関
わ
ら
ず
、
本
仮
説
を
出
発
点

と
し
て
初
期
王
朝
の
都
城
に
対
す
る
更
な
る

考
察
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
書
の
中
で
許
氏
が
自
身
の
専
門

で
あ
る
初
期
王
朝
期
の
諸
遺
跡
の
呼
称
に
つ

い
て
、
自
己
の
歴
史
観
に
基
づ
い
て
再
定
義
を
行
っ
て
い
る
事
も
重

要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
既
に
出
版
さ
れ
て
い
る
許
氏
の
他
の
著
書

(『

最
早
的
中
国』

、『

何
以
中
国』)

に
も
見
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
が
、

本
書
で
は
一
層
鮮
明
と
な
っ
て
い
る
。
試
み
に
上
に
表
と
し
て
み
た
。

(�)
(�)

に
対
す
る
許
氏
の
見
解
は
、
所
謂
〈
中
商
文
化
説
〉

に
対
す
る
明
確
な
意
見
表
明
で
あ
る
。
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
二

〇
世
紀
末
に
安
陽
の�
河
北
岸
で
発
見
さ
れ
た
遺
跡
群
に
対
し
、
当

時
殷
墟
遺
跡
調
査
隊
を
率
い
て
い
た
唐
際
根
氏
は
従
来
の
殷
墟
遺
跡

群
と
は
異
な
る
遺
跡
群
だ
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
後
者
を
〈
晩
商
文

化
〉
と
呼
称
し
た
上
で
、
後
者
と�
州
商
城
末
期
の
遺
存
を
〈
中
商

文
化
〉
と
定
義
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
唐
氏
の
見
解
に
対
し
て
許
氏

は
、
本
書
の
中
で�
河
北
岸
、
南
岸
の
両
遺
跡
群
を
、
全
て
〈
殷
墟

遺
跡
群
〉
と
し
て
定
義
し
た
。
こ
れ
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
の
学

史
の
流
れ
を
尊
重
し
た
、
一
つ
の
独
自
の
見
解
と
し
て
注
目
さ
れ
る

べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、(�)

(�)
に
対
す
る
許
氏
の
見
解
に
つ
い

て
は
、
遺
跡
名
の
表
記
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

筆
者
個
人
の
理
解
に
基
づ
い
て
言
い
換
え
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
主

張
で
あ
る
。

｢

出
土
文
字
に
よ
る
証
明
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
各
都
城
が
い

ず
れ
の
王
朝
に
属
す
る
も
の
か
断
定
す
べ
き
で
は
な
い
。
従
っ

て
こ
れ
ら
の
遺
跡
名
に
〈
商
〉
の
一
字
を
加
え
る
事
は
不
要
で

あ
る｣
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従来の慣習的な呼称 本書中での呼称

(�) �北商城 殷墟�北城
(�) 殷墟遺址 殷墟�南大邑
(�) �州商城 �州城
(�) 偃師商城 偃師城



評
者
は
自
省
も
こ
め
て
、
許
氏
の
主
張
に
全
面
的
に
賛
意
を
表
し
た

い
。

五

.

余

論

本
稿
は
以
上
で
ほ
ぼ
紙
幅
が
尽
き
た
が
、
上
記
の
議
論
の
他
に
も
、

幾
つ
か
の
興
味
深
い
関
連
テ
ー
マ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
を
含
め

た
中
華
文
明
周
辺
地
域
の
初
期
の
都
城
制
度
は
、
本
書
が
提
示
し
た

〈
大
都
無
城
〉
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
文
明
圏
と
中
華
文
明
圏
の
初
期
都
城
プ
ラ

ン
が
相
互
に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
観
点
が
一
部
の
学
者
に
よ
っ
て

提
示
さ
れ
て
い
る
が

(

５)

、
こ
の
問
題
と
本
書
の
〈
大
都
無
城
〉
説
は
ど

の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。〈
大
都
無
城
〉
の
発
展
過

程
は
中
国
在
地
の
要
素
だ
け
で
説
明
で
き
る
現
象
な
の
だ
ろ
う
か
。

右
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
他
日
稿
を
改
め
て
議
論
す
る
事
と
し
た

い
。以

上
、
許
氏
の
新
著

『

大
都
無
城』

に
つ
い
て
、
紹
介
お
よ
び
関

連
す
る
見
解
を
述
べ
た
。
評
者
は
自
ら
の
浅
学
菲
才
に
よ
り
、
紹
介

お
よ
び
議
論
の
一
部
に
誤
り
が
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
。
許
氏
お
よ

び
読
者
各
位
か
ら
ご
叱
責
、
ご
批
判
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

補
記：

本
稿
の
執
筆
中
に
、�
天
穎
氏
に
よ
る
本
書
の
書
評
、

｢

城
郭
形
態
視
角
下
的
都
邑
動
態
観
察

評
許
宏
《
大
都
無
城
》

｣

が

『

文
物
春
秋』

二
〇
一
七
年
三
期
に
て
公
刊
さ
れ
た
。
ま

た
、
本
書
冒
頭
で
触
れ
た

『

先
秦』

を
許
氏
が
全
面
的
に
増
補
改
訂

し
た

『

先
秦
城
邑
考
古』

が
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
に
金
城
出
版
社
、

西
苑
出
版
社
の
二
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
本
書
評
と
併
せ
て
参
照
頂

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註

(

１)

二
〇
一
七
年
八
月
、
北
京
に
て
評
者
が
許
氏
に
会
っ
た
際
に

得
た
消
息
に
よ
る
。

(

２)

評
者
に
よ
る
試
読
。

(

３)

ａ
孫
華：

｢

商
代
前
期
的
国
家
政
体

従
二
里
岡
文
化
城

址
和
宮
室
建
築
基
址
的
角
度｣

『

多
維
視
域

商
王
朝
与
中
国

早
期
文
明
研
究』

、
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

ｂ
劉
莉：

｢

中
国
早
期
国
家
政
治
格
局
的
変
化｣

『

多
維
視
域』

(

同
前)

。

(

４)

周
知
の
如
く
、
初
期
王
朝
期
の
中
国
の
社
会
構
造
に
つ
い
て

は
、
百
年
以
上
に
及
ぶ
中
日
欧
各
言
語
圏
そ
れ
ぞ
れ
の
膨
大
な
研

究
の
蓄
積
が
あ
る

(

左
掲
の
拙
文
を
参
照)

。
評
者
の
見
る
所
、

孫
氏
・
劉
女
史
の
議
論
は
過
去
の
研
究
史
に
対
す
る
理
解
お
よ
び

議
論
が
不
十
分
で
あ
り
、
両
者
が
提
示
し
た
仮
説
は
成
立
困
難
で

あ
ろ
う
。

黄
川
田
修：

｢

華
夏
系
統
国
家
群
之
誕
生

討
論
所
謂
〈
夏

東

洋

学

報

第
九
十
九
巻

第
四
号
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商
周
〉
時
代
之
社
会
結
構

｣

、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究

所
(

編)
『

三
代
考
古』

三
、
二
〇
〇
九
年
。

(

５)
応
時
利
明：

｢

ア
ジ
ア
の
都
城
と
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー｣

、
布
野
修

司

(

編)
『

ア
ジ
ア
都
市
建
築
史』

昭
和
堂
、
二
〇
〇
三
年
。

許
宏

『

大
都
無
城

中
国
古
都
的
動
態
解
読

』

Ｂ
六
判
、
生

活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
二
五
一
頁
。

(
台
湾
大
学
人
類
学
系
兼
任
助
理
教
授)
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